
カリキュラムマップ

医学研究科看護学専攻　修士課程　R6年度入学生適用　(学位：修士(看護学))

知識・理解

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5

看護研究 2 1 前期 ◎ ○ ○

看護倫理 2 1 後期 ◎ ○ ○

英語文献講読 2 1 後期 ○ ◎ ○

保健医療福祉政策論 2 1 後期 ◎ ○ ○

人間発達論 2 1 前期 ◎ ○ ○

医療統計学 2 1 後期 ◎ ◎ ○

看護管理論 2 1 前期 ◎ ○ ○

フィジカルアセスメント 2 1 前期 ◎ ○ ○

臨床薬理学 2 1 前期 ◎

病態生理学 2 1 前期 ◎

コンサルテーション論 2 1 前期 ◎ ○ ○ ○

看護政策論 2 1 後期 ○ ○ ○

看護教育論 2 1 後期 ◎ ○ ○

看護理論 2 1 後期 ○ ○ ○

母子健康支援論Ⅰ 2 1 前期 ◎ ○ ○

母子健康支援論Ⅱ 2 1 後期 ○ ○ ○

子どもの発達とメンタルヘルス 2 1 前期 ○ ○ ○

学校保健特論 2 1 後期 ◎ ○ ○

母子健康支援論演習 4 1 通年 ○ ○ ◎

地域健康支援論Ⅰ 2 1 前期 ◎ ○ ○

地域健康支援論Ⅱ 2 1 後期 ◎ ○ ○

地域健康支援論演習 4 1 通年 ○ ○ ○

看護教育・管理方法論Ⅰ 2 1 前期 ◎ ○ ○

看護教育・管理方法論Ⅱ 2 1 後期 ◎ ○ ○

看護教育・管理論演習 4 1 通年 ◎ ○ ◎

成人療養支援特論Ａ 4 1 通年 ◎ ○ ○

成人療養支援特論Ｂ 4 1 通年 ◎ ○ ○

成人療養支援論演習 4 1 通年 ◎ ○ ○

高齢者療養支援論Ⅰ 2 1 前期 ◎ ○ ○

高齢者療養支援論Ⅱ 2 1 後期 ◎ ○ ○

高齢者療養支援論演習 4 1 通年 ◎ ○ ◎

精神健康支援論Ⅰ 2 1 前期 ◎ ○ ○

精神健康支援論Ⅱ 2 1 後期 ◎ ○ ○

精神健康支援論演習 4 1 通年 ○ ○ ○

特別研究 6 2 通年 ◎ ○ ◎

看護研究 2 1 前期 ◎ ○ ○

看護倫理 2 1 後期 ◎ ○ ○

フィジカルアセスメント 2 1 前期 ◎ ○ ○

臨床薬理学 2 1 前期 ◎

病態生理学 2 1 前期 ◎

看護理論 2 1 後期 ○ ○ ○

看護管理論 2 1 前期 ◎ ○ ○

コンサルテーション論 2 1 前期 ◎ ○ ○ ○

看護政策論 2 1 後期 ○ ○ ○

看護教育論 2 1 後期 ◎ ○ ○

英語文献講読 2 1 後期 ○ ◎ ○

人間発達論 2 1 前期 ○ ○ ○

医療統計学 2 1 後期 ○ ○

高齢者療養支援領域

精神健康支援領域
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専門科目 母子健康支援領域

地域健康支援領域

看護教育・管理領域

成人療養支援領域

＊3つのポリシー DPと

    特に強く関連：◎　強く関連：〇

コース 科目区分 領域 必選区分 授業科目名 単位数
配当

年次
期別

技能 態度・志向性

ディプロマ・ポリシー（DP）

人材養成の目的および教育研究上の目的のもと、次に掲げる資質・能力を有していると認められる者に学位を授与する。

【知識・理解】

DP１：各領域での専門知識を修得し、臨地でリーダーとして活用・応用することができる。

【技能】

DP２：臨地でリーダーとしての研究能力を有している。

DP３：専門的で高度な実践技能を修得している。

【態度・志向性】

DP４：実践的リーダーとして臨地での研究能力を修得する。なおかつ、社会のニーズや変化に対応し、課題に対して科学的根拠に基づき探究する

意欲を持っている。

DP５：専門的で高度な実践技能を修得しようとする姿勢を持っている。



クリティカルケア看護理論 2 1 前期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア病態生理学 2 1 前期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア急性・重症患者管理論 2 1 前期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア看護学 2 1 前期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア看護学演習Ⅰ 2 1 前期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア看護学演習Ⅱ 2 1 後期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア看護学演習Ⅲ 2 1 後期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア看護学実習Ⅰ 2 1 後期 ◎ ○ ○ ○

クリティカルケア看護学実習Ⅱ 2 1 後期 ◎ ○ ○

クリティカルケア看護学実習Ⅲ 3 2 通年 ◎ ○ ○ ○ ○

クリティカルケア看護学実習Ⅳ 3 2 通年 ◎ ○ ○ ○ ○

課題研究 2 2 通年 ◎ ○ ○ ○
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専門科目 クリティカルケア看護領域

研究科目

※修士課程又は博士課程前期の修了の要件は，大学院に2年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，当該課程の目的に応じ，修士論文又は

特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格することとする。（ただし，優れた業績を上げた者については，1年以上在学すれば足りるものとする。）

DPに示す資質・能力を有していると認められるものに学位が授与される。

＜１＞修士論文コース

・必要修得単位 30単位以上

・専門科目 指導教員が指定する授業科目のうちから講義4単位，演習4単位

・研究科目 6単位

・共通科目 必修科目4単位，選択科目のうちから10単位以上，計14単位以上

・専門科目又は共通科目のうちから2単位以上

※学生は，専門科目のうちから一つの領域を選定し，これをその学生の専門領域とする。また、当該の専門領域に係る特別研究担当者を指導教員とし，

学位論文の作成，その他研究一般について，その指導を受けるものとする。

・科目分類

共通科目・・・・専門分野を超えた学習が必要な内容を共通科目に置き，広い視野に立ち，高い臨床能力，研究的な視点を養う基礎能力を身につける。

専門科目・・・・修士論文コースでは，各看護領域における看護の専門職として，理論的基盤をふまえ、最新の知識・高い臨床判断能力を備え，臨地でリー

ダーとして活用・応用できる研究能力・実践能力を身につける。

演習科目・・・・指導教員の指導のもと，専門科目で履修した理論的基盤を発展させ，最新文献の調査分析を行い，自らの問題意識を発展させた現状把握と，

研究テーマを選び探求する研究遂行に必要な基礎能力を身につける。

研究科目・・・・指導教員のもとで，修士論文テーマに沿った研究を展開し，データをまとめて修士論文を作成する研究遂行力を身に付け，論文作成におい

ては、専門的知識に基づいた論理的説明能力を身につける。

・年次ごとのスケジュール

1年次・・・各看護専門分野における看護研究に関連する現状の把握と，研究遂行に必要な基礎力養成。

・指導教員の指導を受け「研究計画書」を作成する。

・専門科目，演習科目の講義において，看護専門分野における現状分析の調査分析力、臨床判断能力を培い，研究遂行に必要な基礎能力を身につける。

・研究計画発表会にて、研究の構想・計画・進捗状況について発表し、教員や大学院生から指導・助言を受け、内容をブラッシュアップする。

２年次・・・各看護専門分野における看護に関する研究を実施し，専門的知識に基づいた論理的説明能力と研究遂行力の養成。

・１年時の総括をふまえ、必要に応じて研究計画の見直し。

・継続して「特別研究」において研究を実践し，成果を報告（指導・助言を受ける）。

・修士論文論題提出，主査・副査の指導を受ける。

・修士論文を提出する。

・公開発表会，口頭試問。

＜２＞高度実践看護師コース

・必要修得単位 40単位以上

・専門科目 講義8単位，演習6単位及び実習10単位

・研究科目 2単位

・共通科目 必修科目10単位，選択必修科目のうちから4単位以上，計14単位以上

※学生は，研究科目の課題研究の担当者を指導教員とし，授業科目の選択，実習，課題研究の作成，その他研究一般について，その指導を受けるものとする。

・科目分類

共通科目・・・高度実践看護師に共通する必修科目（看護研究，看護倫理，フィジカルアセスメント，臨床薬理学，病態生理学）に加え，専門性を深めるた

めに必要な選択必修科目を選択することにより，高度な実践技能を身につける。

専門科目・・・高度実践看護師の役割（実践，相談，調整，倫理調整，教育，研究）を発揮するために，高度な看護学の専門知識と技術を身につける。

研究科目・・・課題研究を通して高度実践看護に貢献する研究を遂行する能力を身につける。

・年次ごとのスケジュール

１年次・・・高度な看護実践に必要な専門的知識・技術の獲得と高度実践看護に貢献する研究の遂行に必要な基礎的能力の養成。

・専門科目，共通科目の講義・演習において，高度な看護の実践に必要な専門的知識を身につける。

・指導教員からの指導を受けながら実践実習計画を立案し，実習を通して専門看護師に必要な技能・態度を身につける。

・指導教員からの指導を受けながら課題研究の研究計画書を作成し，研究計画発表会にて発表することで内容をブラッシュアップする。

2年次・・・専門看護師が持つ役割（実践，相談，調整，倫理調整，教育，研究）の遂行に必要な能力と課題研究遂行力の養成。

・実践実習を通して高度な看護を実践する。

・課題研究を実践し，研究成果を論文にまとめる。

・修士論文（課題研究）論題提出，主査・副査の指導を受ける。

・修士論文（課題研究）を提出する。

・公開発表会，口頭試問。


